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山
口
県
自
然
観
察
指
導
員
協
議
会 

大
田 

和
彦 

私
の
所
属
す
る
団
体
は
、
本
年
度
、
創
立
三
十
八
年
を

迎
え
る
。
創
立
当
時
か
ら
寂
地
山
の
カ
タ
ク
リ
保
全
活
動

と
八
代
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
ね
ぐ
ら
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
カ

タ
ク
リ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
四
月
二
十
九
日
に
カ
タ
ク
リ

観
察
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
十
数
年
前
か
ら
四
月
中
旬
と

十
月
下
旬
に
寂
地
山
頂
上
付
近
の
登
山
道
整
備
も
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
カ
タ
ク
リ
の
群
落
も
広
が
り
、

満
開
の
春
の
妖
精
が
以
前
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
登
山
客
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
登
山

客
は
、
西
は
九
州
か
ら
、
東
は
近
畿
地
方
か
ら
貸
し
切
り

バ
ス
で
来
る
人
も
あ
る
。 

保
全
活
動
は
、
登
山

道
の
周
辺
の
笹
刈
り
を

し
た
り
、
枯
れ
木
を
並

べ
カ
タ
ク
リ
の
生
育
場

所
に
人
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
以
前
、

生
育
場
所
に
シ
ー
ト
を

敷
い
て
そ
こ
で
弁
当
を

食
べ
る
と
い
う
団
体
が

あ
っ
た
り
、
登
山
道
脇

に
咲
い
て
い
た
白
い
カ
タ
ク
リ
の
花
を
摘
ん
で
い
く
と

い
う
不
届
き
な
人
も
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
も
保
全
活
動
を
続
け
て
い
き
、
頂
上
付
近
だ

け
で
な
く
、
縦
走
路
や
頂
上
か
ら
下
の
地
域
も
カ
タ
ク
リ

で
一
杯
に
し
た
い
。
体
力
の
続
く
限
り
保
全
活
動
を
続
け

る
つ
も
り
で
あ
る
。
活
動
の
参
加
者
は
大
体
決
ま
っ
て
い

て
、
数
名
か
ら
最
大
十
名
で
あ
る
。
関
心
の
あ
る
人
、
特

に
地
元
の
人
達
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。 

  

次
に
、
下
松
市
の
切
戸
川
で
水
生
生
物
の
観
察
会
を
十

九
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
小
学
生
が
主
体
で
、

親
子
で
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
案
内
は
、
下
松
市
内
の

全
小
学
生
に
学
校
を
通
じ
て
し
て
い
る
。
時
期
は
、
毎
年

七
月
の
最
後
の
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
観
察
会
は

下
松
市
で
は
非
常
に
人
気
の
あ
る
行
事
で
、
申
込
当
日
に

二
十
分
～
三
十
分
で
定
員
一
杯
と
な
る
。
募
集
定
員
を
決

め
て
い
な
い
と
百
、
二
百
を
超
え
て
し
ま
う
程
で
あ
る
。 

子
供
た
ち
は
、
魚
や
水
生
昆
虫
を
見
つ
け
る
の
に
夢
中

で
、
半
身
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
り
、
泥
で
服
が
汚
れ
て

も
気
に
し
な
い
で
い
る
。
人
気
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
会
の
終
了
後
カ
レ
ー
を
食
べ
て
帰
る

こ
と
が
で
き
て
、
親
子
共
に
夏
の
半
日
充
実
し
た
行
事
と

な
っ
て
い
た
。 

指
標
生
物
と
な
る
水
生
生
物
に
よ
る
調
査
で
は
、
大
体

Ⅰ

の
「
き
れ
い
な
水
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
、

Ⅱ

の
「
少
し
き
た
な
い
水
」
の
指
標
生
物
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
観
察
会
を
継
続
し
、
き
れ
い
な

川
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
子
供
た
ち
の
意
識
を
変
え

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

           

次
に
、
環
境
省
と
日
本
自
然
保
護
協
会
主
催
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
サ
イ
ト
一
〇
〇
〇
里
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
里
地
里
山
の
自
然
環
境
の
変
化
を
見
つ
め
守
り
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
今
後
、
百
年
に
わ
た
っ
て
市
民

の
手
で
調
査
を
し
、
保
全
の
手
立
て
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
調
査
内
容
九
の
内
、
植
物
相
と
ア
カ
ガ
エ
ル

の
卵
塊
数
に
つ
い
て
、
周
南
市
中
須
北
地
区
で
九
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
十
年
目
と
な
る
区
切
り
の

年
で
あ
る
。 

 

❖
寄
稿 

「
カ
タ
ク
リ
保
全
活
動
と
地
域
で
の
活
動
」 
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や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事 

中
村 

義
博
（
山
口
県
樹
木
医
会
） 

令
和
五
年
二
月
十
九
日
（
日
）、
国
立
山
口
徳
地
青
少
年

自
然
の
家
に
て
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
山
口
県
連
盟
中

部
地
区
Ｂ
Ｐ
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
コ
マ
で
、
ボ
ー
イ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
（
小
学
五
年
～
高

校
三
年
）
の
十
四
名
に
対
し
て
、
子
ど
も
樹
木
博
士
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。 

時
間
は
、
十
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分
の
二
時
間
で

実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導
者
の

も
と
、
十
四
名
を
三
班
に
わ
け
ま
し
た
。
一
班
四
名
を
私
、

二
班
五
名
を
伊
藤
幸
治
樹
木
医
、
三
班
五
名
を
早
川
善
章

樹
木
医
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
ち
、
自
然
の
家
の
つ
ど
い
の

広
場
周
り
の
樹
木
を
観
察
し
て
回
り
ま
し
た
。 

         

今
回
は
、
冬
の
樹
木
と
い
う
こ
と
で
、
落
葉
樹
の
冬
芽
、

樹
皮
、
枝
ぶ
り
な
ど
の
特
徴
を
中
心
に
十
種
類
の
樹
木
を 

観
察
し
ま
し
た
。
観
察
し
た
の
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
カ

ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ク

ロ
モ
ジ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
コ
ブ
シ
、
ハ
ゼ
ノ

キ
で
す
。
図
鑑
を
手
に
、
実
際
の
樹
木
を
出
来
る
だ
け
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
回
り
ま
し
た
。（
た
と
え
ば
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
、
冬
芽
は
水
滴
の
形
を
し
て
い
て
、
軟
ら
か

い
毛
が
あ
る
。
樹
皮
の
色
は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ク
ラ
肌
で
、

横
長
の
模
様
が
あ
る
。
葉
っ
ぱ
に 

な
る
芽
は
細
い
が
、
花
に
な
る
芽 

は
太
く
卵
型
で
あ
る
。）
一
か
所 

五
～
六
分
で
の
観
察
で
し
た
が
、 

冬
芽
の
形
、
枝
や
樹
皮
の
模
様
や 

手
触
り
、
枝
の
伸
び
方
や
匂
い
等 

五
感
を
使
っ
て
覚
え
れ
る
よ
う
に 

工
夫
し
ま
し
た
。 

         

さ
て
、
観
察
を
終
え
て
、
部
屋
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
認

定
試
験
で
す
。
机
の
上
に
並
べ
て
あ
る
十
種
類
の
樹
木
の

枝
を
見
て
、
解
答
用
紙
に
樹
木
の
名
前
を
記
入
し
て
い
き

ま
す
。
み
ん
な
、
真
剣
な
表
情
で
枝
を
見
な
が
ら
、
解
答

し
て
い
き
ま
す
。
解
答
用
紙
を
提
出
し
た
ら
、
採
点
を
し

て
、
受
講
認
定
証
を
上
原
正
義
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
広
報
担
当
に
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

私
が
各
自
に
認
定
証
の
授
与
を
行
い
、
ま
と
め
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
今
日
の
感
想
を
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。「
樹
木
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ

た
」「
木
に
興
味
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
認
定
試
験

は
難
し
か
っ
た
」、「
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
ま
た
、
参

加
し
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
日
の
三
人
の
講
師
（
中
村
、
伊
藤
、
早
川
）

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、「
樹
木
を

理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
培

っ
て
ほ
し
い
」
旨
の
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
閉
じ
ま
し
た
。 

        

❖
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令
和
四
年
五
月
に
、
令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度
に

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
四
名
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
遅
れ
て
い
た
、
会
長
表

彰
副
賞
の
記
念
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
近
況
を
ご
報
告
頂
き
ま
し
た

の
で
、
植
樹
の
様
子
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                  

                          

                          

❖
〈
植
田 

髙
弘
様 (

令
和
二
年
度
受
賞)

〉 

初
夏
に
植
え
た
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
（
車
輪
梅
） 

樹
木
医
の
早
川
氏
が
植
樹
し
、
プ
レ
ー
ト
を
取

り
付
け
ま
し
た
。
久
保
田
会
長
と
プ
レ
ー
ト
を
持

つ
筆
者
で
す
。 

白
い
花
が
薫
風
に
揺
れ
て
、
と
て
も
、
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
白
い
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

〈
福
田 

清
治
様 (

令
和
三
年
度
受
賞)

〉 

そ
の
後
も
、
私
達
は
「
三
五
〇
種
の
山
野
草
の
花
が

咲
く
生
き
た
図
鑑
の
森
」
を
目
指
し
、
毎
月
二
回
の
定

例
の
活
動
を
通
じ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
、
興
味
に
有
る

方
は
ご
一
緒
に
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。 

【
連
絡
先
】「
山
野
草
の
エ
キ
」
保
存
会 

〒745-0301

周
南
市
大
字
大
潮659-1 

代
表 

福
田 

清
治 

〈
松
田 

茂
様 

(

令
和
三
年
度
受
賞)

〉 

昨
年
は
記
念
樹
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
「
さ
つ
き
」
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
ま
だ
咲
い
て
い
ま

せ
ん
。
狭
い
庭
に
植
え
て
い
ま

す
が
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

〈
櫛
崎 

ア
ツ
子
様 (

令
和
二
年
度
受
賞)

〉 

記
念
植
樹
し
て
頂
き
一
年
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
節
は
遠
い
な
が
ら
、
久
保
田
会

長
さ
ん
は
じ
め
事
務
局
の
皆
様
に
足
を
運
ん

で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や
く
収
ま
り
つ
つ
、
マ
ス

ク
も
ま
だ
外
す
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。 

障
害
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍

で
三
年
休
み
ま
し
た
。
今
年
四
月
よ
り
再
開
し

ま
す
が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
行
く
か
不
安
で
す

が
、
私
の
気
持
ち
は
開
村
先
生
の
言
わ
れ
た
言

葉
を
信
じ
て
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

周
南
市
老
連
会
長
さ
ん
も
今
年
度
か
ら
変

わ
り
、
私
も
年
を
重
ね
、
体
が
ど
の
よ
う
に
動

く
か
と
心
配
し
つ
つ
、
千
両
の
よ
う
に
根
を
張

り
、
す
く
す
く
と
健
康
で
あ
る
限
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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令
和
五
年
七
月
に
、
令
和
五
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
令
和
二
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
書
面
開
催
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
ぶ

り
に
参
集
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

通
常
総
会
の
開
催
に
併
せ
て
、
三
名
の
方
に
活
動
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
五
年
度
通
常
総
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
ご
報
告
し
ま
す
。 

  

《
概
要
》 

○
日 

時 

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日(

日) 

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
〇
〇
分 

○
場 

所 

山
口
県
教
育
会
館 

五
階 

第
二
研
修
室 

○
出
席
者 

役
員
及
び
会
員(

十
二
名) 

○
次 

第 

開
会 

議
長
選
出 

議
事 

   

 
 
 
 
 

お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 

閉
会 

 

    

                

      

                          

時期 内容 備考 

5/18(水) 

5/24(火) 

令和 2･3 年度会長表彰受賞者

への副賞(記念樹)贈呈 

各受賞者自宅 

にて植樹 

6/3(金) 令和 4年度通常総会 書面開催※ 

7/25(月) 第 25回理事会 書面開催※ 

8/7(日) やまぐち子ども樹木博士 ２月へ延期※ 

秋頃 第 18回リレーミーティング 中止※ 

2/19(日) やまぐち子ども樹木博士  

①
第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度
事
業
報
告 

②
第
二
号
議
案 

令
和
四
年
度
収
支
決
算 

③
第
三
号
議
案 

令
和
五
年
度
事
業
計
画
案 

④
第
四
号
議
案 

令
和
五
年
度
収
支
予
算
案 

〈
第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度
事
業
報
告
〉 

 

次
の
内
容
を
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。 

①
事
業
実
績 

②
会
員
数
の
状
況(

令
和
五
年
七
月
一
日
時
点) 

団
体
：
三
十
七
団
体(

二
団
体
増
※) 

個
人
：
九
十
九
名 

(

三
名
増
※) 

※
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
た
結
果 

※新型コロナ感染拡大の影響による。 

〈
第
二
号
議
案 

令
和
四
年
度
収
支
決
算
〉 

 

次
の
内
容
を
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。 

 

な
お
、
令
和
五
年
六
月
二
十
日
に
、
黒
田
義
則
監
事
に
、

や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
約
第
十
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
及
び
、

関
係
書
類
に
よ
り
、
予
め
監
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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時期 事業名 場所 方法 概要 

6/20(火) 第 26回理事会 セミナーパーク 参集 
前年度事業報告、当年度事業計画

に関する協議など 

7/23(日) 
令和５年度 

通常総会 
県教育会館 参集 

前年度事業報告、当年度事業計画

に関する協議など 

8/4(金) 
やまぐち子ども

樹木博士 

国立山口徳地 

青少年自然の家 
共催 子ども対象の森林観察など 

10/21(土)

～22(日) 

第 18回リレー

ミーティング 
周南市鹿野地域 1泊 2 日 会員同士の交流、散策など 

10/21(土) 
令和５年度 

会長表彰 
周南市鹿野地域 参集 

リレーミーティング内で会長表彰

の授賞式を開催 

2～3 月頃 第 27回理事会 山口市内 参集 
当年度事業報告、次年度事業計画

案に関する協議など 

〈
第
三
号
議
案 

令
和
五
年
度
事
業
計
画
案
〉 

 
次
の
内
容
を
説
明
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。 

〈
第
四
号
議
案 

令
和
五
年
度
収
支
予
算
案
〉 

 

次
の
内
容
を
説
明
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。 

令和５年度通常総会にご参加いただいた皆様 

ご
承
認
い
た
だ
い
た
内
容
で
、

今
年
度
も
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
年
は
三
年
ぶ
り
に
、
一
泊
二

日
で
リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

後
日
改
め
て
ご
案
内
す
る
予
定
で

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！ 

久
し
ぶ
り
に
、
顔
を
合
わ
せ
て

会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
深
め
、
情
報
交
換
等
を
行
う

機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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 「
自
然
」
に
関
す
る
写
真
を
大
募
集
中
！ 

 

皆
様
が
撮
影
さ
れ
た
思
い
出
の
一
枚
を
会
報
誌
に 

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。 

美
し
い
風
景
等
と
っ
て
お
き
の
一
枚
を
お
送
り
く
だ 

さ
い
。
詳
し
く
は
、
最
終
頁
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

                  

                          

                          

③ 防府天満宮 散策 ③ 防府天満宮 散策 

❖
【きらら浜のヨシ焼き】 

〔撮影時期〕令和５年３月 
〔撮影場所〕山口市（きらら浜） 
〔撮 影 者〕藪 博昭 様 

【西日本第２の高峰】 

〔撮影時期〕令和２年１０月 
〔撮影場所〕愛媛県（剣山） 
〔撮 影 者〕S.N 様 

【大物見つけた！】 【冬の高千穂峡】 【コスモス畑】 

〔撮影時期〕令和４年８月 
〔撮影場所〕山口市（山口湾） 
〔撮 影 者〕広報担当 

〔撮影時期〕令和元年１２月 
〔撮影場所〕宮崎県（高千穂峡） 
〔撮 影 者〕Y.M 様 

〔撮影時期〕令和４年７月 
〔撮影場所〕山口市 

（道の駅きららあじす） 
〔撮 影 者〕ナカムラ様 

〔撮影時期〕令和４年８月 
〔撮影場所〕山口市（きらら浜） 
〔撮 影 者〕広報担当 
 

【ふれあい干潟】 【黄金色の景色】 

〔撮影時期〕令和５年７月 
〔撮影場所〕下関市（土井が浜） 
〔撮 影 者〕まっつん様 

【夏のはじまり】 

〔撮影時期〕令和４年９月 
〔撮影場所〕防府市（佐波川） 
〔撮 影 者〕広報担当 
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【初日の出】 

〔撮影時期〕令和５年１月 
〔撮影場所〕宇部市（白土海岸） 
〔撮 影 者〕S.N 様 

【秋の秋吉台】 

〔撮影時期〕令和２年９月 
〔撮影場所〕美祢市（秋吉台） 
〔撮 影 者〕まっつん様 

【TAKE OFF！】 

〔撮影時期〕令和２年６月 
〔撮影場所〕周防大島町（嵩山） 
〔撮 影 者〕バレーマン様 

【夏の美濃が浜】 

〔撮影時期〕令和５年７月 
〔撮影場所〕山口市（美濃が浜） 
〔撮 影 者〕カッキー様 

【藤の花と滝】 

〔撮影時期〕令和４年５月 
〔撮影場所〕山口市（一貫野の藤） 
〔撮 影 者〕S.N 様 

【桜】 

〔撮影時期〕令和３年３月 
〔撮影場所〕岩国市（宇佐川） 
〔撮 影 者〕バレーマン様 

【夕暮れ時の錦帯橋と桜】 

〔撮影時期〕令和２年４月 
〔撮影場所〕岩国市（錦帯橋） 
〔撮 影 者〕Y.M 様 
 

【石垣島のマングローブ】 

〔撮影時期〕令和５年１月 
〔撮影場所〕沖縄県（石垣島） 
〔撮 影 者〕広報担当 

【五竜の滝】 

〔撮影時期〕令和２年９月 
〔撮影場所〕岩国市（寂地峡） 
〔撮 影 者〕Y.M 様 
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◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て 

 

や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
の
ほ
か
、
会
員
の
皆

様
が
個
人
又
は
団
体
で
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

各
種
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
は
、
広

報
担
当
（
裏
面
の
連
絡
先
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  

◆
新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て 

 

令
和
五
年
八
月
一
日
現
在
の
会
員
は
、 

 

＊
団
体
会
員 

三
十
七
団
体 

 

＊
個
人
会
員 

九
十
九
名 

 

自
然
に
ご
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
。
一
緒
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
。 

         

  

◆
会
報
誌
に
つ
い
て 

 

会
員
の
皆
様
か
ら
、
次
の
２
点
を
随
時
募
集
し
ま
す
！ 

・
自
然
に
関
す
る
記
事
（
寄
稿
文
）
※ 

 

・
自
然
に
関
す
る
写
真 

※ 

「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆
様
の
活
動
紹
介
や
、
日
常

で
発
見
し
た
さ
さ
や
か
な
出
来
事
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
広
報
担
当
（
裏
面
の

連
絡
先
）
宛
て
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

※
自
然
に
関
す
る
記
事
（
寄
稿
文
）
に
つ
い
て
は
、 

「
タ
イ
ト
ル
」「
執
筆
者
氏
名
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
参
考
文
献
等
あ
る
場
合
は
、
著
者
名
等
を
ご
記 

 
 
 

入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
原
稿
に
写
真
を
添
え
る
場
合
は
、
写
真
デ
ー
タ 

 
 
 

も
併
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

※
自
然
に
関
す
る
写
真
に
つ
い
て
は
、「
タ
イ
ト
ル
」 

「
撮
影
時
期
」「
撮
影
場
所
」「
撮
影
者
氏
名 

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
ご
自
身
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。 

 
 

・
誌
面
の
都
合
上
、
横
向
き
撮
影
さ
れ
た
も
の
を 

 
 
 

お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
被
写
体
に
人
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
肖
像
権 

 
 
 

の
侵
害
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
応
募
者
本
人
の 

 
 
 

責
任
に
お
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◆
編
集
後
記 

自
然
再
生
協
議
会
全
国
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自
然
再
生
活
動
が

停
滞
し
た
り
、
そ
の
間
の
環
境
変
化
が
大
き
か
っ
た
り
、

活
動
に
再
び
協
力
し
て
も
ら
え
る
か
不
安
だ
、
と
い
っ
た

意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
は
、
皆
様
の
活
動
に
お
い
て
も
、
大
き
な
影

響
を
与
え
た
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
つ
い
に
、
令
和
５
年

５
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
、

徐
々
に
人
が
集
ま
っ
て
活
動
し
や
す
い
世
の
中
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

私
に
も
６
歳
と
３
歳
の
娘
が
お
り
、
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
大
半
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と

多
く
の
自
然
に
関
わ
る
活
動
に
参
加
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
家
族
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

活
動
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、 

不
安
な
こ
と
も
あ
る
と
存
じ
ま
す 

が
、
待
ち
わ
び
て
い
る
参
加
者
も 

必
ず
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
再
び 

進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と 

存
じ
ま
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

こ
の
た
び
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
意
見
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

広
報
担
当 

 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ 

別府弁天池（美祢市） 

山野草のエキ 

里山オープンガーデンかの 
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やまぐち自然共生ネットワーク 

～次世代につなごう美しいやまぐちの自然～ 

 〔総務・企画担当〕 岡村 安彦（事務局長） 

 〔広報・会計担当〕 上原 正義、中村 佐和子 

 広報関係 お問い合わせ先  

  〒７５３－８５０１ 

   山口市滝町１番１号 山口県環境生活部自然保護課内 

   やまぐち自然共生ネットワーク広報担当 

 （TEL）０８３－９３３－３０６０ （FAX）０８３－９３３－３０６９ 

 （E-mail）a 1 5 6 0 0 @ p r e f . y a m a g u c h i . l g . j p 

 ホームページ  http://www.yama-kyou.net/ 

 E-mail アドレス  info@yama-kyou.net 

〈 表紙写真 〉 

山口市「多様な生き物を育む山口湾の干潟」 

（令和４年８月 広報担当撮影） 


